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接種歴未記入未接種 →接種歴不明

厚
労
省
が
集
計
変
更

厚
生
労
働
省
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
別
の

新
規
感
染
者
数
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
上

で
未
記
入
の
も
の
を

「未
接
種
」
に
含
め

て
公
表
し
て
い
た
の
を

「接
種
歴
不
明
」

・ヾ

と
し
て
別
に
扱
う
よ
う
に
改
め
た
。
各
年

二
獄
ｍ
以
巾
御
巧
嗽
笏
量
洵
帥
断
嘲
哺
独
鯖

分
け
て
週
こ
と
に
集
計
し
、
専
門
家
助
言

組
織
「ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
（
Ａ
Ｂ
と

の
会
合
で
示
し
て
き
た
が
、
５
月
Ｈ
日
の

会
合
か
ら
変
更
し
た
。

集
計
の
基
に
な

っ
て
い
る
政
府
の
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム

「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

（
ハ
ー
シ
ス
）
」
の
登
録
で
は
当
初
、

感
染
者
の
発
生
届
の
入
力
画
面
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
歴
を
何
も
選
択
し
な
か

っ
た
場

合
に
は

「未
接
種
」
の
扱
い
に
な

っ
て
い

た
。ワ

ク
チ
ン
接
種
が
全
年
代
に
進
む
中
、

昨
年
１２
月
に
入
力
画
面
の
初
期
設
定
を
未

記
入
の
状
態
に
変
更
。
だ
が
厚
労
省
は
、

変
更
後
も
接
種
の
有
無
に
つ
い
て
選
択
さ

れ
ず
未
記
入
だ

っ
た
場
合
に
は
「未
接
種
」

と
し
て
集
計
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
Ａ
Ｂ

の
資
料
で
は
、
未
接
種
者
の
感
染
者
が
実

際
よ
り
も
多
く
な

っ
て
い
た
。

未
記
入
の
場
合
は

「接
種
歴
不
明
」
と

扱

っ
て
い
た
国
立
感
染
症
研
究
所
の
デ
ー

タ
と
の
違
い
が
あ
る
な
ど
、
外
部
か
ら
の

指
摘
を
受
け
、
集
計
方
法
を
変
更
し
た
と

い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
【金
秀
蓮
】
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％
日
立
「マ
ス
ク
着
用
緩
和

日
立
製
作
所
は
３‐
日
、
グ
ル
ー
プ
従
業

員
向
け
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

マ
ス
ク
着
用
基
準
を
緩
和
し
た
と
明
ら
か

に
し
た
。
会
話
が
な
く
周
囲
と
２
房
以
上

の
距
離
を
保
て
る
場
面
な
ど
で
は

「
マ
ス

ク
を
着
用
し
な
く
て
も
可
」
と
し
た
。
厚

生
労
働
省
が
示
し
た
マ
ス
ク
が
不
要
な
場

合
の
考
え
方
に
沿

っ
て
判
断
し
た
。
健
康

状
態
の
確
認
や
換
気
と
い

っ
た
感
染
予
防

厚労省の考え方 準拠

対
策
の
徹
底
は
、
引
き
続
き
呼
び
か
け
る
。

グ
ル
ー
プ
約
１
６
０
社
の
約
１５
万
人
が

対
象
。
こ
れ
ま
で
は
全
面
的
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
勧
め
て
い
た
ｏ
大
手
企
業
の
日
立

が
基
準
を
緩
和
し
た
こ
と
で
、
他
の
国
内

企
業
に
も
同
様
の
動
き
が
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
。

周
囲
と
２
研
の
距
離
が
な
く
て
も
、
屋

外
で
会
話
が
な
け
れ
ば
マ
ス
ク
は
し
な
く

て
も
よ
い
。
会
話
が
あ
る
場
合
で
も
、
屋

外
で
距
離
を
保
て
れ
ば
、
マ
ス
ク
を
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。

午日び//
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C

仏
内
務
省
に
よ
る
と
、
マ

ク

ロ
ン
氏
が
率
い
る
与
党
連

合
が
議
席
を
３
４
６
か
ら
２

４
５
に
減
ら
し
、
過
半
数
ラ

イ
ン
で
あ
る
２
８
９
を
割
り

込
ん
だ
。

「
こ
こ
６
カ
月
で
自
由
に

使
え
る
お
金
が
減

っ
た
」
―

―
。
仏
ラ
ジ
オ
、
フ
ラ
ン
ス

ア
ン
フ
オ
が
１６
日
に
報
じ
た

世
論
調
査
に
よ
る
と
、

６７
％

の
仏
国
民
が
物
価
高

へ
の
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

５
月
の
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
前
年
同
月
比

５

ｏ
２
％

（速
報
値
）
上
が

り
、
４
月
の
４

ｏ
８
％
を
上

回

っ
た
。
マ
ク

ロ
ン
政
権
は

個
人
向
け
の
ガ
ス
料
金
固
定

な
ど
で
負
担
緩
和
に
努
め
た

が
、
不
十
分
だ
と
の
不
満
が

広
が

っ
た
。

急
進
左
派

「
不
服
従
の
フ

ラ
ン
ス
」
の
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン

党
首
が
率
い
る
左
派
連
合
は

１
３
１
議
席
で
野
党
最
大
勢

力
と
な

っ
た
。
左
派
連
合
は

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上

げ
、
定
年
の
６２
歳
か
ら
６０
歳

へ
の
引
き
下
げ
な
ど
巨
額
の

財
源
を
必
要
と
す
る
ポ
ピ

ュ

リ
ズ
ム

（大
衆
迎
合
主
義
）

色
の
強
い
公
約
を
掲
げ
た
。

野
党
第
２
勢
力
と
な

っ
た

極
有
国
民
連
合
の
ル
ペ
ン
氏

も
生
活
必
需
品
１
０
０
品
の

付
加
価
値
税

（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
を

０
％
に
す
る
な
ど
の
公
約
を

掲
げ
た
。

い
ず
れ
も
実
現
性
に
乏
し

い
が
、
生
活
苦
と
将
来

へ
の

不
安
を
抱
え
る
若
年
層
の
支

持
が
左
派
連
合
に
向
か
う
な

ど
有
権
者

の
心
を
と
ら
え

た
。夏

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入

リ
ド
ラ
イ
ブ
需
要
が
高
ま
る

米
国
。
平
均
ガ
ソ
リ
ン
価
格

は
Ｈ
日
、
初
め
て
１
イ

（約

４
鰐
）
あ
た
り
５

′レ
ド

（約
６

７
０
円
）
台
と
な
り
、
過
去

最
高
と
な

っ
た
。

５
月
の
米
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
前
年

同
月
比
８

ｏ
６
％
上
昇
し
、

４０
年
５
カ
月
ぶ
り
の
歴
史
的

高
水
準
と
な

っ
た
。
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
同
３４

ｏ
６
％
上

昇
し
た
。
米
政
治
サ
イ
ト
の

リ
ア
ル

・
ク
リ
ア

・
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
に
よ
る
と
、
バ
イ
デ

ン
政
権
の
平
均
支
持
率
は
足

元
で
４０
％
を
下
回
る
水
準
に

沈
み
、
不
支
持
率
は
５０
％
を

上
回
る
。

Ｈ
月
の
中
間
選
挙
で
上
下

院
の
過
半
数
を
失
え
ば
、
バ

イ
デ
ン
政
権
の
政
策
の
実
行

力
は

一
段
と
陰
る
。
２
０
２

４
年
の
大
統
領
再
選
戦
略
も

見
直
し
が
必
至
だ
。

イ
エ
レ
ン
財
務
長
官
は
１９

日
の
米
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
、

与
党
内
で
イ
ン
フ
レ
の
打
開

策
と
し
て
浮
上
す
る
ガ
ソ
リ

ン
税
の

一
時
的
な
減
免
措
置

に
つ
い
て

「検
討
す
る
価
値

の
あ
る
ア
イ
デ
ア
だ
」
と
述

べ
た
う
え
で

「
（大
統
領
は
）

消
費
者
を
助
け
る
た
め
に
何

で
も
す
る
」
と
強
調
し
た
。

対
中
関
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
も

「
不
必
要
な
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
」
と
言
及
し
た
。

′
物
価
高
の
逆
風
は
、

ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

へ
の
対
応
も
難
し
く
し
か
ね

な
い
。

仏
の
左
派
連
合
を
率
い
る

メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
氏
、
国
民
連

合
の
ル
ペ
ン
氏
は
共
に
親

ロ

シ
ア
の
政
治
姿
勢
で
知
ら
れ

る
。

メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
氏
は
侵

攻
開
始
前
の
１
月

「
攻
撃
的

ヽ
は
４
月

「
我
々
が
求
め
る
の

は
平
和
か
、
そ
れ
と
も
エ
ア

コ
ン
か
」
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

の
連
帯
、
支
援
の
た
め
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
な
ど
の

経
済
的
な
痛
み
を
受
け
入
れ

る
よ
う
説
い
た
。
し
か
し
、

仏
下
院
選
の
結
果
は
負
担
増

に
耐
え
き
れ
な
い
と
考
え
る

一凱
は
い
」
は
い
「
こ
と
を
浮

マ
ク

ロ
ン
氏
は

ロ
シ
ア
と

一回
蹄
れ
籍
¨
“
『
］
練
葬
は

．立
場
だ
が
、
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン

・氏
ら
の
発
言
力
が
強
ま
れ
ば

５５

％

５０

　

４５

　

４０

　

３５

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
支
援
が
鈍

る
恐
れ
も
あ
る
。
抗
戦

へ
の

徹
底
的
な
支
援
か
、
早
期
停

戦
の
模
索
か
。
欧
州
で
は

ロ

シ
ア
に
強
硬
な
姿
勢
を
取
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
融
和
的
な

ハ

ン
ガ
リ
ー
な
ど
で
立
場
の
違

い
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

米
調
査
会
社
モ
ー

ニ
ン
グ

・
コ
ン
サ
ル
ト
に
よ
る
と
「
物

価
が
上
が

っ
て
も
、
米
国
は

ロ
シ
ア
ヘ
の
経
済
制
裁
を
続

け
る
べ
き
だ
」
と
回
答
し
た

米
国
民
は
６
月
の
最
新
調
査

で
４６
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
４

月
前
半
の
５６
％
か
ら
１０
習
落

ち
込
ん
で
お
り

「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
疲
れ
」
が
意
識
さ
れ
る
。

７
月
に
投
開
票
を
控
え
る

日
本
の
参
院
選
で
も
物
価
高

が
最
大
の
争
点
と
な
り

つ
つ

あ
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
が
１７
～

‐９
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査

に
よ
る
と
、
政
府

・
与
党
の

物
価
高
対
策
を

「
評
価
し
な

ぃ
」
は
６９
％
で

「
評
価
す
る
」

は
２‐
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
内

閣
を
支
持
し
な
い
と
答
え
た

割
合
は
３２
％
で
５
月
調
査
か

ら
９
び
上
昇
し
、
政
権
発
足

後
も

っ
と
も
高
く
な

っ
た
。

生
活
苦
の
若
者
ら
離
反

【
パ
リ
＝
自
石
透
冴
】
１９
日
投
開
票
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会

（
下
院
）
決
選
投
票
で
、
マ
ク

ロ
ン
大
統
領
が

率
い
る
与
党
連
合
が
、
議
席
を
減
ら
し
過
半
数
割
れ
し
た
。
物
価
高
騰

へ
の
有
権
者
の
不
満
が
逆
風
と
な

っ
た
。
Ｈ

月
に
連
邦
議
会
の
中
間
選
挙
を
控
え
る
米
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
高
な
ど
の
影
響
で
バ
イ
デ
ン
政
権
の
支
持
率
が
低
下
し

て
い
る
。
欧
米
諸
国
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

へ
の
結
東
や
国
内
改
革
の
推
進
に
乱
れ
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。

米
、中
間
選
へ
危
機
感
／
日
本
で
も
争
点

品
(出所)支持率は米リアル・クリア・ポリテイクス、月末の値

ａｂ繰』だ」こぼが熟べ一ァ在帰りっない瞳デギ首相一

インフレで米政権支持率は低下

ヨ経 6/2/

回
旧
周
目
∃
副
劃
□

８

％

６

　

４

民

不支持率
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「為
替
相
場
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
点
に
つ
い
て
、
対
外
的
に

々日 6み 3

衛

％
評
価
し
な
い

マ

岸
田
文
雄
首
相
が
打
ち
出
し

す
よ
う
求
め
る

「資
産
所
得
倍

増
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
「評

日々 ιル́

資
非
課
税
制
度

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

の
拡
充
な
ど
を
進
め
る
方
針
だ

が
、
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
。

【佐
藤
航
】

２ホ
ン
ダ
、
中
国
で

″新
Ｅ
Ｖ
工
場
建
設

マ

ホ
ン
ダ
は
２０
日
、
中
国
の
現

地
合
弁
で
あ
る

「広
汽
本
田
汽

車
六
広
東
省
広
州
市
）
が
、
広
州

市
で
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
専
用

の
新
工
場
の
建
設
を
始
め
た
と

発
表
し
た
。
２
０
２
４
年
の
稼

働
を
目
指
し
、
年
間
生
産
能
力

は
‐２
万
台
を
計
画
し
て
い
る
。

ホ
ン
ダ
は
中
国
で
Ｅ
Ｖ
戦
略

を
強
化
し
て
お
り
、
も
う

一
つ

の
合
弁
の
「東
風
本
田
汽
車
」
も

既
に
湖
北
省
武
漢
市
で
の
Ｅ
Ｖ

工
場
建
設
を
発
表
し
て
い
る
。

広
州
の
新
Ｅ
Ｖ
工
場
を
巡

っ

て
は
、
周
辺
住
民
ら
が
大
気
汚

染
な
ど
を
懸
念
し
建
設
に
反
対

し
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

【北
京

・
共
同
】


